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危険防止のために

操作 及び メインテナ ンスに関連 した トラブルの大部分は、 安全上 の 基本 的注意事項 や

危険予知 を怠ることにより生 じます。

危険が予想 される状況 を予知 し、当社が特 にすすめた方法で機器 を取扱 うことによ り、

トラブルを未然 に防 ぐことがで きます。

すべての安全上 の基本的注意事項、危険事項、及び “医用電気機器の使用上 (安全 及 び

危険防止)の 注意事項"を ご精読の上、必ず Im心 の注意 を払い、器械 が損傷 しないよう、

また 人身事故が発生 しないように心掛けて ください。

本文中の

△ 警告  とは、それが 回避されなかった場合、傷害を負う可能性がある潜在的

な危険状況を示します。

【注意 】 とは、機器の故障につながる可能性の ある事項 及び取扱いの留意点を

示 します。

医用機器の使用 保守の管理責任は、使用者 o高 院 診療所)lllに あります。

また、医師及び法的有資格者以外は、ご使用にならないでください。

本器 は、歯科診療以外の目的に使用 しないて ください。

取扱 つ6621



このたびは、歯科総合診療装置 ス ペ ー ス ラ イ ン フ イ ー ル 21を お買上 げいただ

き、誠 に有難 うございます。

本器の機能 を 1分 に発 l● させ、効率 よく安全 にお使 いいただ くため、 ご使り1の 前 に

必ず この取扱説明書 を最後 までお読みいただき、取扱い 注意事項 をお守 りください。

なお、 この取扱説明書は お手元に大切に保篤 して ください。

◇ お願い

1 当社 又は 当社 の認めた者以外 による修理 に基づ く故障 損傷 につ きましては、

当社では責任 を負いかねますのでご r承 くださぃ。

2 当社 製品の改造 につ きましては、 当社 では責任 を負いかねますのでご了承 くだ

さい。

3 当社が納入 した製品以外の他社製品が原因で、当社の製品が受けた故障 損傷 に

つ きましては、当社では責任 を負いかねますのでご了承 ください。

4 当社指定の純正部品以外の補修部品の使用 による保守 修理 などに基づ く故障

損傷 につ きましては、当社ではデ:任 を負いかねますのでご了承 ください。

5 このll扱説明古 に記載 されているlT意事項や操作方法 を守 らなかった結果 によ

づ く故Fi損傷 につ きましては、当社では責任 を負いかねますのでご r承 くださ

せヽ 。

6 この取扱説明書 に記載 されている電浙、設置環境 など、本装置の使用条件 を逸

脱 した周囲条件 による●7障 損傷につ きましては、当社では責任 を負いかねます

のでご了承 ください。

7 火災、地震、水害、落言などの大災による故障 損傷 につ きましては、当社 では

責任 を負いかねますのでご了承 ください。

× 本器の大蔵省令 に基づ く法定ll用 年数 (償去,年 数)は 、7年 です。

[法 定 TI′」年数 (償 却年数 )1ま 目安ですので 申告の際は顧問乱■■とよくごオロ談 ください。 1

× 各部品のll用 年数につ きましては、本器に添イ寸してお ります「 安全の しお りJを

ご参照 ください。

取扱 '95621



<安全にお使いいただくために>

△ 警告  .長 時間使用されないときは、漏電などの思わぬ事故を防ぐため、室内の電源フレーカー

をOFFに してください。(3ペ ージ参照)

過熱による火災 やけど 給水回路よりの水洩れなどの おそれがありますので、診療終了

後は、必ず電源スイッチをOFFに してください。(3ペ ージ参照)

シー トを昇降させる前に回りに障害物などがないことを確認 してください。事故につな

がるおそれがあります。(3.4ペ ージ参照)

ヘッドレス トを急に下げると患者さんに衝撃を与え事故につながるおそれがありますの

で、必ず ヘッドレス トを支えて操作 してください。(5ペ ージ参照)

ヘッドレスト調整ロッドとシャフトホルダーの間に、手指などをはさまないようご注意く

ださい。(5ペ ージ参照)

バーの回転が停止 してから、ハンドピースを口腔から出入れしてください。回転 したまま

では危険です。(6.7,8ペ ージ参照)

長時間連続 して使用された場合、マイクロモーターが熱く感 じられたときは、低温やけと

のおそれがあります。すぐに使用を中止 し温度が下がってから使用 してください。

(7.8ペ ージ参照)

スリーウェイシリンジのノズルは、カチッと音がするまで確実に差込んでください。確実

に差込まれていませんと、ノズルが飛出すおそれがあります。(11ペ ージ参照)

ハンドビースご使用後は、必ずバーを取外 し、ハンドピースを確実に タッチレス 3Dホ

ルダーに格納 してください。(13ペ ージ参照)

トレーテーブルに重いもの (2K9程度以上)を 乗せないでください。 トレーが傾き、 トレー

テーブル上の薬品などが落ちるおそれがあります。(13ペ ージ参照)

日常のお手入れ時には、必ず電源スイッチをOFFに して行ってください。感電 やけどC

おそれがあります。(16,19′ 20.21.24ペ ージ参照)

ルナビューライトのランプ切れ及び消灯直後は、ランプ リフレクター 金属部分が高温

になっていますので、触れないでください。やけどの危険があります。

(16,21ペ ージ参照)

ルナビューライ トのランプ点灯時やランプ消灯直後に、湿ったガーセでランプに触れなt

でください。ランプにクラックが入り、触れた直後や 少 したってから割れ、人に危害を

与えるおそれがあります。(16,21ペ ージ参照)



l

オー トクレーブ減菌できるものについて

薬品、異物が付着 していますと、故障の原因汲び変色するおそれがありますので、

十分清掃、洗浄を行ってから、オー トクレーブ減菌をしてください。

× オー トクレーブ減菌の際、減菌パックなどに入れて滅菌されることをお薦めします。

× 樹脂製品のものは、薬液 ,由類により変形や変色することがありますので、薬液や油類を

使用する製品とは別途に オー トクレーブ滅菌をしてください。

× 減菌 乾燥温度は、135°C以下でご使用ください。
l

135°C

取扱 つ5621



医用電気機器の使用上 〈安全 及び 危険防止)の 注意事項

厚生省業務局長通達 (栞発 第496号  昭和47年 6月 1日 付 )

ご精読の上、本器の安全 扱び危険防止にご留意くださいますようお願い申し上げます。

1熟練 した者以夕ヽは、機器 を使用 しないこと
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3機器 を使用する前には次の事項に注意すること

(1)ス イ ツチの接触状況、極性、 ダイヤル設定、メーター類などの点検 を行ない、機器が正確 に

作動することを確認すること

(2)ア ースが完全に接続 されていることを確認すること

(3)すべてのコー ドの接続が正確 で かつ安全であることを確認すること

(4)機器の併用は正確 な診断を誤 らせた り、危険をおこすおそれがあるので、十分注意すること

(5)患者 に直接接続する外部回路 を再検討すること

(6)電池電源 を確認すること

4機器の使用中は次の事項に注意すること

(1)診 断、治療に必要な時 l・l、 量 をこえないように注意すること

(2)機器全般 及び患者に異常のないことを絶えず監視すること

(3)機 器 及び 患者 に異常が発見 された場合 には、息者 に安全 な状態で 機器の作動 を止めるな ど

適切な措置 を講ずること

(41機 器に患者がふれることのないよう注意すること



5機器の使用後は次の事項に/1意 すること

(1)定 められた手順により操作スイッチ、ダイヤルなど使用前の状態に戻 したのちに電源を切る

こと

(2)コ ー ド類のとりはずしに際しては、コードを持って引抜 くなど、無理な力をかけないこと

(3)保管場所については次の事項に注意すること

①水のかからない場所に保管すること

②気圧、温度、湿度、風通 し、日光、はこり、塩分、イオウ分などを含んだ空気などによ

り、悪影響の生ずるおそれのない場所に保管すること

③傾斜、振動、衝撃 (運搬時を含む)な ど安定状態に注意すること

④化学薬品の保管場所やガスの発生する場所に保管しないこと

(41付属品、コー ド、導子などは清浄にしたのち、整理してまとめておくこと

(5)機器は次回の使用に支障のないよう必ず清浄にしておくこと

6故障 したときは勝手にいじらず適切な表示を行ない、修理は専門家にまかせること

7機器は改造 しないこと

8保守点検

(1)機器 及び部品は必ず定期点検を行なうこと

(2)し ばらく使用しなかった機器を再使用するときには、使用前に必ず機器が正常にかつ安全に

作動することを確認すること
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１

　

　

２各部の名称 と注意銘板

取扱い

1電源スイ ッチ (メ イ ンスイ ッチ )

2電源差込み コンセ ン ト                   …

3シ ー トの昇 FI

4ス キル アキシス ヘ ッ ドレス ト

5シ リンジのチューブ引出 し固定 と格納

65フ ァンクシ ョン フー ト コンツール

7エ アー ター ビン ′ヽ ン ドピース フェザータッチカ ソティング

アス トロン α2SAT― C2
8マ イクロモーター ハ ン ドピース

8-1 卜,レ ックス TR-2N
82 卜,レ ックス TR-8,(ラ イ トllさ )TR-8-0(オ ブシ ヨン

)

9ス リー ウェイシ リンジ

loバ キ ュー ムシ リンジ

レ ー11タ ッチ レス イ ンス ツルメ ン ト ト

12ベ ースン (オ プシ ョン)

13ワ ンタッチ接手

14タ ッチ レス 2ラ イ ト

15術 者用 スキル ア■シス シー ト、 アシスタン ト用ハイスキル シー ト

日常の お手入れ

1診療終了後  バキュームチュープ回路の洗浄              19
ハ ン ドピースチューブ、タッチ レス 3Dホ ルダーの消毒    19
バキュームフィルターの清掃                19
コップホルダー ベース ンフィルターの清掃 (オ ブシ ヨン)  20

21週 間に1回   フイルターケースの清掃                 20
タッチ レス 2ラ イ トの リフレクターの清掃           21

31か 月に1ロ   ベ ース ンの排水 トラップのフイルターの清掃 (オ プシ ョン)  21
バ キュームタンクの清掃                  22

41年 に1回    l■ 菌 フイル ターの取替 え                  24

*こ の器械 に使用 しています 歯科用ユニッ トバルブ(型式登録番号 給水器具P-144)は
社団法人 日本水道脇会の承認 を得ています。

*こ の取ll説 明書 は、 フル装備 で説明 していますので、 ご購入いただいた装備 の項 を

ご覧 ください。
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仕  様

販 売 名      スベースライン フイール 21

型   式      C21

電 源 電 圧    A C 100V

周 波 数     50/60Hz

消 費 電 力     ■5kW亀ヽ

油圧モーター    200Wコ ンデンサー起動型

チェアー制御     電磁弁式

チェアー本体     全長     1,790± 20 mm

幅        670■ 20 mm

タッチレス 2ラ イ ト高 さ (床面 より) 2,280■ 10 mm

シー ト座面高 さ lr―面 より)

最高位     960■ 10 mm

最低位     660+18mm

術者用スキル アキシス シー ト

●シー ト座面高さ  最高位     530■ 10 mm

最低位     430± 10 mm

Oシ ー ト前後スライ ド        140■ 10 mm

タッチレス 2ラ イ ト 照度 20,000 Lux lヽ C15Vの とき)

重量        約 180 kg

医療用具承認番号   (04B)第 1023号

法定耐用年数 (償却年数)7年

[改 良のた0 仕様 編己載内容など予告な く変更することがありますので 予め こ了承 ください ]
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標準装備

ェアータービンソヽ ン ドピース フェザータッチカッティング アス トロン α2 SAT― C2

マイクロモーター ハン ドピース  トルックス TR-2N
スリーウェイシリンジ 2本

バキュームシリンジ

タッチ レス インスツルメント トレー

タッチ レス 2ラ イ ト

術者用スキル アキシス シー ト

アシスタン ト用ハイスキル シー ト

アシスタン ト用ハイスキル プラットフオーム

スキル アキシス ヘッドレス ト(イ ンスッルメントキャノピー 21Tイ寸き)

オー ト昇降機構 (ス キル スケール付 き)

5フ ァンクション フー ト コンソール

歯科用除菌フイルター ステラポアー M(水 エアー
)

ワンタッチ接手 (給水 給気)



各部の名称 と注意銘板

タ ッチ レス 2ラ イ ト

ライ トポール

ン

　

　

ス

タ

‐

‐
‐

‐

―
Ｉ

Ｉ

Ｉ

スンア ト

ドレス ト

ト トレー

ア ウターハ ウジ ング

イ ンナ ーハ ウジ ング

術者用 スキル

ア キ シ ス・シ ー
5フ ァンク シ ョン

フー ト コンソール
、ヾ   ｀、
ヽ、 ヽ

アシス タン ト月1バ イスキル プラッ トフオーム

【注意 】 ●床の清掃の際は、5フ ァンクション フート コンツール に ワックス掛けの

溶剤 水などがかからないようにしてくださ0ヽ 。

ヽヽ`
ヽヽ

ヽヽ

1 1

ン ー

ヘ ソ

メ ン

/

/
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取扱い

1電源ス イ ッチ (メ イ ンスイ ッチ )

アシ スタ ン ト月1ハ イ スキ ル プラ ットフ ォー ユ、の電源 ス

イ ッチ を1甲 します と、 電鵬|い 路 力iONに な り、 ブ` イ 1]ソ

トランプ (緑色 )及 び タッチ レス 2ラ イ トが ltl」 します .

,I「 J「 します と OFFに な ります。

△ 警 告・ 長時間使用 されない ときは、漏電 などの思 わ

ぬ事故 を防 くため、室内の電源 フレーカー を

OFFに して くださt｀ 。

●過熱による火災 やけど 給水回路 よりの水洩

れなどのおそれがあ りますので、診療終了後

は 必ず 電源スイ ンチを OFFに してください。

2電 源差 込 み コ ンセ ン ト

差込みコンセン トの容量は 600Wで す。

【注意 】 ●容量 600W以上の機器は、使用 しないてくださ

い。追電流が流れ、機器の故障の原因になる

おそれがあります。

●長時間使用 されないときは、機器の電源コン

セントを必ず抜いてください。

3シ ー トの封降

5フ ア ンク シ ョン フー ト コ ンソールの

昇 降 レバ ー で操 作

月降 レバーを上げる … シー トの 1昇

月 1降 レバーを下 |デ る  … シー トの |1猾

×昇 l■ レパーで操作 している習のみ、

しま→.

パ イコッ トランプ碑 七 )

シー トが上昇 下「

^

スキル スケール

患者の上顎中 tl歯切端の■ さをバ しています .

△ 警告 oシ ートを昇降させる前に回りに障害物などが

ないことを確認 してください。事故につなが

るおそれがあります.

メインスイ ッチ

‖央

'  95 6 21
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オー ト昇降機能 (オ ー トスイ ッチ)の 14作

オー トス イ ッチ ●オートスイッチを押 しますと、
シートが■月し、任意の設定さ
れたボジションで停止 します。

0も う 度オー トスイッチを押 し
ますと、シー トが F† し、任意
の設定されたポジションで停止
します。

2つ のポジシ ョン (に t下 方 )

に記憶設定で きます。

オー ト位置言己は設定の手川賣

× 5フ ァンクション フー ト コンソールのセットスイッチでシー トの高さを設定 して ください。

● フー ト コンツールのデ降レバーを操作 し
ご希望のボツシヨン(ヒ方)に します。

0上方のセットスイッチ (緑色)を 押 します.

■力の■ジシヨンが記憶されます。

′

■ヽ

ヽ

× このとき,色 ランプが点力するのを

“

認 して ください. ツチ (1晟 ■ ラン

',
0フ ート コンソールのr~降 レバーを操作し、

ご希望 のポジシ ヨン (F方 )に します。

CT方 のセットスイッ,(橙色)を 押 します。
下方のボジションが記憶されます.

|

tヽ

ヽ

このとき●也 ランプが■lTす るのをll認 してください t′ トスィッチけ奇色ランプ
)

×各ボツションの変更は0～● 又は、0～0の 手順を行いますと新 しいボジションになります。

×チェアーのオー ト作動中に緊急停止させる場合は、

0オ ー トスイッチを瞬間的に押 してください。

② 5フ ァンクション フー ト コンソールの昇降レバー、ペグル のいずれかを瞬間的に押 して

さい。但 し、押 し続けますと、それに付随する機能が作動 しますので、ご注意ください。

×本器に装着 しているエアータービン マイクロモーターハンドビース回転中に、オー トスイ

が押されてもシー トは昇降 しません。

く だ

ツ チ

△ 警 告 ●シー トを昇降 させる前に 周 りに障害物などがないことを確認 して くだ さい。事故につ な

かるおそれがあります。

-4-
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4ス キ ル ア キ シ ス ヘ ッ ドレス ト

ヘ ッ ドレス トの角度調整

ヘ ッ ドレス トの角度 は3段 I●・に調整で きます。

上げるとき ¨ ヘ ッ ドレス ト調整 ロッ ドを J・71ょ ぅに

支え、上方ヘスライ ドさせます。

下げるとき … ヘ ッ ドレス ト調摯 ロン ドを図の ように

支え、少 し持上げて下力ヘスライ ドさせ

ます。

△ 警 告・
ヘ ッ ドレス トを急に下げると患者 さんに衝撃 を

与 え 事故につながるおそれがありますので必ず

ヘッ ドレス トを支えて操作 してください。

●ヘ ッ ドレス ト調整ロッドとシャフ トホルダーの

間に、手指などをはさまないようご注意 くだ さ

t｀ 。

スキル スケール

忠者 口腔 の上顎 l~合 平面の前後 の傾 き角度 を示 してい ま

す。

イ ンス ッルメ ン トキ ャノ ピー

イ ンス ッル メン トキ ャン ピーは、ヘ ッ ドレス トの裏 面 に

マジックテープで貼付 け、両先端 をチェアーのホルダーに

はめ込み 装着 します。

【注意 】 ●日光に当てると、変色することがあります。

5シ リンジのチュープ引出し固定 と格納

チエープの固定

ス リーウェイ 及び バキ ュームシ リンジを持 ち、 チ■― ブ

をス トッパーが固定 されるまで引出 します。

×操作上、術者側 のス リー ウ ェイ シ リンジには、ス トッ

パーはあ りません。

チュープの格納

固定 されたチュープを軽 く引 きます と、格 llさ れます。

【注意 】 ●シリンジは落下させないよう、シリンジホル

ダーに確実に格納 してください。

ピノヤキンメか

／

ノ

′

スンイ

.1,II面¨の■類峰痴の角●

クテープ

―    メ

シャフ トホルノー

取扱 '95621
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65フ ア ン ク シ ョ ン フ ー ト コ ン ツ ー ル

5フ ァンクション フー ト コンソールは、最適な診療ホジ

ションに移動 させることがで きます。

前後 に移動 させるときは、5フ ァンクション フー ト コン

ソールを少 し持上げ、tj欠 き部にセッ トします。

スキル スケール

☆ エアータービン ハン ドビースのお取扱いは、取扱説明

書 をご参照 ください。

コ■:と 注水

ハ ン ドビー スをタッチ レス 3Dホ ルグーか らll■ 外 しま

す.5フ アンクション フー ト コンソールのベ グルを少 し

踏み ます とハ ン ドピースが回転 します。

■に踏みます と注水 します。

足 をベ ダルか ら離 します と注水が■ まり、 」転は急停 にし

ます。

△ 警 告 oバ ーの回転が停止 してから ハン ドビースを

□腔 か ら出 し入れ して くだ さい。回転 したま

までは危険です。

【注意 】 ●エアータービンハン ドビースを使用するとき

は、必ずマイクロモーターハ ン ドピースを

タッチレス 3Dホ ルダーにltlけ てください。

マイクロモーターハン ドピースが夕ヽれていま

すと、光センサーが働 き、 エアータービン

ハン ドピースは回転せず、マイクロモーター

ハンドピースが回転 します。

ハンドビースの安全装置

ハンドビース司転中に誤つて5フ アンクション フー ト コ

ンソールの昇降 レバー 又は オー トスイッチを押 されて

も、チェアーが作動 しない (チ ェアーロツクの安全装置)よ

う、ハンドピースF路 に安全装置が組込まれています。

スキル アキシ ス シー トと 5フ ァンクシ ョン フー ト コ

ンソール上 のつ ま先の レス ト点 との距離 を示 しています。

7 エアータービンハ ン ドピース

アス トロン α2SAT― C2
フェザー タッチ カッテ イング

-6-
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ハ ン ドピースの着脱

ハ ン ドピースの着脱 は、 タッチ レス 3Dホ ルダーに lt卜 け

たまま行 えます。

【脱 】

ハンドピースの先l‐ を失印方向に向けて(リ ングの先端

を溝 に引 I卜 ける)、
ハ ン ドピース をチューブ接手 か ら

まっ直 ぐ引抜 きます。

【着 】

ハンドビースをまっ直ぐチューブ接手に差込みます。

AT ARク リー ンシステム (オ ブション)

エアーター ビンハ ン ドピースで AT ARク リー ンシステム

を選択 された場合、足 をペ グルか ら離 します と、約 10秒 円

AT ARク リー ンシステ ムが 作動 し、 エ アー噴 出に よ り

切削粉 や唾液 な どの 給気 及 び 注水 回路 内へ の吸引 を防止

します。

8マ イクロモーター ハ ン ドピース

81 トル ックス TR-2N

★ マイクロモーター ハン ドピースのお取扱いは、それぞ

れの取 l■説明書 をご参照 ください。

回転速度の調整

タッチ レス 3Dホ ルダーか らハ ンドピースを取外 します。

5フ アンクション フー ト コンツールのヘ グルを踏み ます

と、低速回転 します。■に踏みます と高速回転 します。

低速回転 …… 500± 10o rpm

高速い転 …… 17,50011::::rpm

ェアー噴出

ノ

ｒ

′

ヽ

、

△ 警告・ バーの回転が停止 してから、ハンドピースを

口腔 か ら出 し入れ して くだ さい。回転 したま

までは危険です。

長時 間連続 して使 用 された場合  マ イク ロ

モーターが熱 く感 じられた ときは、低温や け

どのおそれがあ ります。す ぐに 使用 を中止 し

温度が下がってから使用 してください。

取扱  '95 0 21
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ハ ン ドピースの安全装置

6ベ ージのハ ン ドピースの安全装置 の項 をご参照 くだ さ

い。

正逆回転の切替え

5フ ァンクシ ョン フー ト コンソールの正逆 回転切替 え

スイッチを操作 します。

スイッチを上方へ …… 逆回転

スイッチを下方へ …… 正回転

【注意 】 ●回転中の正逆回転の切替えは、行わないでく

ださい。

8‐2 卜,レ ックス TR-8,〈ライト伺き)TR-8-0(オ プシヨン)

△ 警告・ バーの回転が停止 してから、ハンドピースを

口腔 か ら出 し入れ して くだ さい。回転 したま

までは危険です。

●長 時間連続 して使 用 され た場 合 、マ イク ロ

モーターが熱 く感 じられたときは、低温 や け

どのおそれがあります。す ぐに 使用 を中止 し

温度が下がってから使用 してください。

☆ マイクロモーター ハン ドピースのお取扱いは、

それぞれの取扱説明書 をご参照 ください。

回転速度の調整

クッチ レス 3Dホ ル ダーか らハ ン ドピース を取外 しま

す。LMHの 回転 レンジのいずれかに切替 えスイツチを

移動 し、5フ アンクション フー ト コンツールのペグルを

踏みます と回転 します。

L
LOヽV
約 2,000～ 3,000 rpm
× ノズルか らエ アーは出ませ ん

M
MEDIUM
約 2,000～ 9,000 rpm
× ノズルか らエ アーは出ます

H
HlGH
約 2,000～ 40,000 rpm
× ノズルか らエ アーは出ます

【注意 】 ●マ イク ロモー ター回転 中 は、LOW MEDUM
H GHの 回転切替 え操作 はできません。

回転 レンジ

ON  OFF
チップエァー

-8-
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ハ ン ドピースの注水

タッチ レス 3D ホル ダーか らハ ン ドピースを収外 しま

す。チ ップエアー切替 えスイッチを ON側 にし、5フ ァン

クシ ョン フー ト コンソールの注水スイッチ を踏み、そ

の後 ペ グル を踏 み ます と、エ アー と水 がス プ レー状態

(チ ツプエアー)に な ります。

正逆回転の切替え

5フ ァンクシ ョン フー ト コンツールの正逆 回転切替 え

スイッチを操作 します。

スイッチを上方へ …… 逆回転

スイッチを下方へ … 正回転

【注意 】 ●回転中は スイッチを押しても切替りません。

正逆回転切替えスイツチ

9ス リー ウエイシ リンジ

シ リンジは、エ アー、 ウォーター、 ウォータースプ レー と

三様 に使用 で きます。

エ アー

“A"レ バー を押 します。

ウ オー ター

“W"レ バ ー を押 します。

,ッ プエアー

注水 スイツチ

取扱   '95 0 21
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ウォータースプレー

``A''と “W''レ バーを |・llI Iこ i甲 します。

ノズルのオー トクレープ減菌
ノ ブ ル

【脱 】

ノズルを固定 して ノズルリングを矢 F「 方向に司し、

ノズルホルダーから収外 します。

ノズ ル をオー トク レー プで減 菌 して くだ さい。

【着 】

ノズル を同定 して ノズル リングを反月 方向に回 し、

ノズルホルダーに取付けます。

シリンジケースとノズルのオー トクレーブ滅菌

(オ ー トクレーフ滅菌可能型)(メ ブション)

〔脱 】

●ノズルをノズルホルターからまっ直ぐ号1抜 きます。

J
ノズ ル ホ ル ダー

;|ウ く _

② シリンジチューブ接手の凹部分の 央を刊えながい、

シリンジボデイからシリンジケースを引抜きます。

シリンジボデ ィに利 いた水分 をお、き取 って ください。

シ リンツケース とノズル をオー トク レー プで減 菌 して

くだ さい。

Ｆ

‐

‐

瞥 _

0'

す

１
１
●
１

-10-
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【着 】

① シリンジボデイの青印とシリンジケースの青印を合せ

ながら、カチッと音がするまで差込みます。シリンジ

ケースが十分に接続されているか確認 してください。

② ノズルをノズルホルグーに まっ直ぐカチッと音がする

まで差込みます。

△ 警告・ ノズルはカチッと音がするよで確実に差込ん

でください。確実に差込まれていませんと、

ノズルが飛出すおそれがあります。

【注意 】 ●着脱が硬いときは、Oリ ングにワセリンを塗布

してください。

●ノズル装着直後に "A″ レバーを押 しますと、

最初にウォーターが噴出することがあります

ので、
″
A″ レバーを 2～ 3回押 してください。

loバ キ ュー ム シ リ ンジ

バキュームシリンジをシリンジボルダーからワ1出 しますと

吸引します。使用後はバキユームシリンジをシリンジホル

ダーに格納 しますと、吸引が停止 します。

【注意 】 ●連続 してバキュームシリンジを使用 した場合

バキュームタンク内に汚水がいっぱいたまり

ますと、フロー トスイッチがイ動き、吸引が自

動的に停止 します。バキュームシリンジをシ

リンジホルダーに格納 して、排水が終わるよ

で しばらくお待ちください。

バキュームチューブ回路の洗浄

患者ごとの診療終了後、コップ 1～ 2杯 の水を吸引させ、

チューブ内を洗浄してください。

青 F,を 合せる

0リ ング

差込む

-

取扱 05621
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バ キ ュームチ ップ

チップは吸引の部位に応 じて、方向を変えて使用します。

【脱 】

バキュームチップをシリンジボディからまっ直 ぐ引抜

きます。ラバーチップをバキュームチップから引抜 き

ます。バキュームチップ及び ラバーチップは、煮沸 又

はオー トクレーブで減菌してください。

(乾熱滅菌はできません。)

【着 】

ラバーチ ップをバキュームチ ップに差込みます。 シリ

ンジボディの凹部 とバキユームチ ップの凸部 を合せ て

差込みます。

シリンジボディのオー トクレーブ減菌

(オ ー トクレープ減菌可能型)(オ プシヨン
)

【脱 】

シリンジチュープ接手の凹部分をしっかりと押えなが

ら、シリンジチューブ接手からシリンジボデイを引抜

きます。

【注意 】 0シ リンジチューブ接手の凹部分の押えが不十

分で、無理にシリンジボディを引抜きますと

シリンジボディがシリンジチューブ接手から

抜けやすくなります。

シリンジボデイをオー トクレープで減菌してください。

【着 】

シリンジボデイの凸部 とシリンツチュープ接手の凹部

を合せて、カチッと音がするまで差込みます。シリン

ジボデイが十分に接続 されているか確認 して くださ

い 。

|

ラバーチ ップ

ンツボデ イ

シ リンジ

-12-
取扱 り5621



11タ ッチ レス イ ンスッルメ ン ト

タ ッチ レス 3Dホ ル ダー

ェアータービンハンドピース及びマイ

ドピースは、写真のように タッチレス

掛けます。

卜

汚

シ

葉

コ

か

△

トレー

ク ロモ ー ターハ ン

3Dホ ル ダ ー に

「
レー́―卜(D´

´́́ ´
借場業

`ダ

_

菜瓶ホルダー

―

」

△ 警告・ ご使用後は、必ずバーを取外 し、ハンドビー

スを確実に タッチレス 3Dホ ルダーに格納

してください。

【注意】 ●チュープを足に引っ掛けたり、他のチュープ

にからませないよう注意してください。

トレー シー ト

レーの上 に、シ リコーン製の トレーシー ト、 紙 コップ

物ホルダー、薬瓶ホルダーを置いてご使用 ください。

リコー ン製の トレーシー ト、 紙 コップ汚物 ホルダー、

瓶 ホルダーは、患者 ご との診療終 了後 に 消毒用 アル

ールで清拭するか、又 は、消毒用 アルコールで清拭 して

ら オー トクレープで減菌 して ください。

警 告・ 重 い もの 12Kg程度以上)を 乗 せないで くだ さ

い。 トレーが傾 き、 トレーテーブル上の薬品

などが落ちるおそれがあります。

【注意 】 ●薬液 (サ ホライド、フェノール チモール、クロ

ル亜鉛、ホルマリン クレゾール、クレゾール

石けん液、ラスノン、ステ リハイ ド、ヨー ド

グリセリン、タイサリー トなど)が付着 した場

合は、10分 以内に消毒用アルコールで清拭 し

てください。(長 時間放置 しますと、変色する

恐れがありますので、ご注意ください。)

取扱 '9562,
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12ベ ー ス ン (オ プ シ ョ ン
)

このベースンは、細菌抑制効果のある銀イオンを含有 して

います。

汚れが付着 した ときは、中性洗剤で清掃 して ください。

区別するために、ベース ンの裏側 に『 CLI AN&SAFE』
マークがついています。

マニュアルのコップ給水

コップホルダーにコップを乗せ、アシスタン ト側 シー ト下

部のコップ給水スイッチを押 している l●lだ けコップに給水

します。

ウオーマーが不要のとき

夏期 など ウォーマーの温水が不要 な場合 は、 ウォーマー

スイッチの左猥|を 押 し、電気回路 を OFFに します。

ベース ンヘの給水量の調整

電源スイ ッチカ'ONの 間は、いつ もベースンに水力i流 れて

洗浄 しています。水量 はベースン給水 ツマ ミで調整 して く

ださい。

矢印方向にいっばい回 します と給水 は止まります。

ウオーマースイッチ

オー トフイラーの コップ給水 (オ ブシ ョン)

コップをコップホルターに置 きますと、センサーが働 き

コップに給水 します。同時に約15秒 問 自動的にベースン

を洗浄 します。

適量になります とセンサーが働 き、自動的に給水が停 にし

ます。

× 紙 コップも使用で きます。

コップ給水スイッチ

-14-
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オー トフイラーのコップ給水 をマニュアルに切替 えるとき

は、 ベース ンポール下部 にあるコップ給水切替 えスイ ッ

チ をNIANUAL側 に します。 コップ給水スイ ッチ を押 し

て、 コップに給水することができます。

フリーホールシステム

水道事故 な どの場合 、清水 と汚水 とが混合 しない ように

なっています。

(オ ー トフイラー給水の場合は、逆水弁で清水と汚水が混

合しないようになっています。)

ベースン綸水ッマ ミ

給水量 |・l整 ツマ ミ

ワンタッチ接手 幹 水

ワンタッチ接手 輸 気 )

コップ給水切替 えスイッチ

―ルシステム

13ワ ンタ ッチ接手

給水 給気

【着 】

チユープlllの 接手 を接手 レバーが引輩卜かるまでワン

タッチ接手に差込みます。

【脱 1

チュープ側の接手 レバーを押 しながら、ワンタッチ接

手から31抜 きます。

【注意 】 ●水洩れのおそれが ありますので、給水 排水

接手を間違わないてください。

給水量の調整

給水量調整ツマミを失印方向に回しますと、給水量が多 く

なります。

【注意 】 ●水洩れのおそれが ありますので、診療終了後

は、給水量調整つまみを閉じてください。

× ベースン付 き(オ プシヨン)の場合のワンタッチ接手は

ベースンポール下部に設置されています。このベージ

の一番上の図をご参照ください。

IIx扱 05621
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14タ ッチ レス 2ラ イ ト

タッチ レス 2ラ イ トは、

灯 します。診療 中にライ

5フ ァンクシ ョン フー ト

軽 く操作 して行います。

電源スイッチをONに すると点

卜のON′ OFFが必要な場合は、
コンソールのライ トスイッチを

ランプの交換

電源スイッチを OFFに します。

2回 のね じを取外 し、ランプカバーを取外 します。

△ 警告・ 必ず電源スイッチをOFFに して行ってくださ
い。感電 やけどのおそれがあります。

ランプカバー内側 のランプクリップを取外 します。

切れたランプを取外 します。

新品のランプをナイロンやガーゼなどでおおい持 ちます。

ランプの 2本 のプラグをランプツケ ット部 に合せ、 まっ直

ぐにゆつくりとランプを押込みます。

△ 警告・ ランプ切れ直後は、ランプ リフレクター 金

属部分が高温 になってい ますので、触 れない

で ください。やけどの危険があります。

●ランプ点灯 時 や ランプ消灯 直後 に、湿 った

ガーゼでランプに触 れないで くだ さい。 ラン

プにクラックが入 り、触 れた直後や 少 した っ

てか ら割 れ、人 に危害 を与 えるおそれがあ り

ます。

-16-
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【注意 】 ●あまり強い力で押込んだり、 ななめに押込み

ますと、2本 のプラグが破損することもありま

すのでご注意ください。

●新品のランプに指紋などをつけないように し

てください。汚れた場合は、消毒用アルコー

ルで清拭 してください。

元通 りにラ ンプク リップでランプを固定 し、2個 のね じで

ランプカバ ーを取付 けます。

【注意 】 0こ のハロケンランプはルナビューライ ト専用

になっていますので、他のメーカーのものを

使用 しないでください。

●ハロケンランプはお取扱い店 又は (株)モ リタ

に準備 していますので、ご注文ください。

照射位置の調整

リフレクター裏面のツマミを失印方向に緩めます。

リフレクターの位置を決め、ッマミを締めます。

取1汲  '956 21
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15術 者用スキル アキ シス シー ト

ア シス タン ト用ハ イス キル シー ト

く術者用スキル アキシス シート>

シー トの昇 li

昇降ペグルを踏み、シー トを押えなが らご希望の位置で足

を離 します と固定 されます。

シー トの前後スライ ド

スライ ドペ ダルを踏み、 ご希望の位置で足 をIntし ます と同

定 されます。

スキル スケール

●床面か ら術者の座面 までの高さを示 します。

●スキル アキシスに対 する術者の前後 の距離 を示 しま

す。

●術者がスキル アキシスの周囲を回転する角度 を示 しま

す。

くアシスタント用ハイスキル シー ト>

シー トの高 さ

アシス タン ト用 ハイスキル プラ ッ トフォームの上部 カ

バーを取外 し、シー トポール下部の回定ボル トで調整でき

ます。

床～シート座面まで H:650mm繰10

スキルスケール

上部 カバー

H:650mm(標準 )

H1675mm

固定ボル ト

-18-
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日常のお手入れ

1診 療 終 了後

バキュームチューブⅢ路の沈浄

コ ソフ 1杯 の ク レゾール石 けんれ を吸 わせ た後 、必 ず

500cc程度の水を吸わせて、チュープ内をt.t浄 して くださ

ヽ 。ヽ

△ 警 告 ・ 必 ず 電 源 ス イ ッチ を OFFに して行 って くだ

さい。感電 や けとなどのおそれがあります .

シー ト ヘ ッ ドレス トの レザー部 の消i

このシー トは、イ円菌lfl11効果 のある レザーをイ1っ たシー ト

です。

消し,]ア ルコールで清拭す ることがで きます。

,ら れがイ」着 した ときは、 中ll洗剤 で清掃 して ください .

(ハ ウジ ングのア シスタ ン ト側 によ示 してお ります。 )

× 一部 の レザーカラーには 対応 して I.り ません。

ハ ン ドピー スチコーブ、 タッチ レス 3Dホ ル′―の消 庁

エアーター ビン マイクロモ ーターハ ン ドピーステ ュープ

及 び タ ッチ レス 3Dホ ル ター を、消毒用 アル コールで

汁拭 して くだ さい。

ス リーウェイ シリンジ ブ` キュームシ リンジボルターは、

り抜 いてI17外 し、消寺用 アル コールで清拭 して ください。

【注意 】 ●ス リー ウェイシリンジ ′ヽキ ューム シ リンジの

メインチュープは、,肖 毒用アルコールで清拭

しないでください。

× 記戦の凱「1は 標■甘|な 目安になってお りますので 必要 に

oし てお手入itし て くだ さい.

シ リンシホル ′―

バ キ ュー ムフ ィル ターの清掃

× 清 掃 時 に ,ま ゴム手袋 な どをご使用 くだ さい。

● フイルターケースは収イ」けたままにして、フイルター

カバーを 1方 ヘリ抜 き、バキュームフィルターを取夕|

します。

0バ キュームフィルターを流水で清掃 します。
― カバ ー

ヽ
フ

■

輸

・

ヽ
一

漁

取り '951121
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× 清掃時にはゴム手袋等 をご使用 ください。

ベース ンの コップホルダーを外 します。ベース ンフィル

ターを取外 し、ベースンフィルターを流水で清掃 して くだ

さい。元通 りにベース ンフィルター、 コップホルダーを

ベース ンに取付 けます。

コップホルダー ベースンフイルターの清掃 (オ プシヨン
)

2 1週間に1回

△ 警告 ●必ず、電源スイッチをOFFに して行ってくだ

さい。感電 やけどなどのおそれがあります。

フイルターケースの清掃

× 清掃時にはゴム手袋 などをご使用 ください。

① フィルターケースをホルダーから取外します。

②バキュームフイルターを取外 し、フイルターケース内

部 及び フイルターを流水で清掃 してください。

③元通 りにフイルターケースにバキュームフィルターと

カバーを装着 します。

【注意 】 ●ケース及び カバーの差込みが不十分ですと、

吸引が低下することがあります。

●清掃後は、必ず ケースホルダーの 0リ ングに

ワセリン又はグリスを塗布 してください。

-20-
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タッチ レス 2ラ イ トのリフレクターの清掃

リフレクターはコーテ イング面 裏面 ともにエテルアル

コールを含 ませた清 潔 なガーゼなどで軽 くふいて くださ

い。安全 カバーは中性洗剤、又はエテルアルコールを含 ま

せた清潔なガーゼなどで軽 くふいた後、 きれいな水 を含 ま

せた清潔なガーゼなどで軽 くふいて ください。

△ 警告・ ランプ消灯直後は、ランプ リフレクター 金
属部分が高温になっていますので、触れない

てください。やけどの危険があります。
●ランプ点灯時やランプ ,肖 灯直後に、湿 った

ガーゼでランプに触れないでください。ラン

プにクラックが入り、触れた直後や少 したっ
てから害1れ 、人に危害を与えるおそれがあり
ます。

【注意 】 ●ベンジンやシンナーなどの溶剤 及び化学ぞう
きんは使用 しないでください。

3 1か月に1回

△ 警告 o必ず、電源スイッチをOFFに して行ってくだ

さい。感電 やけどなどのおそれがあります。

ベースンの排水 トラップのフイルターの清掃 (オ プシ ヨン)

×清掃時には、ゴム手袋などをご使用 ください。

①排水 トラップのプラグを矢印の方向に回して取外 し、

フィルターを取外 します。

排水は容器で受けてください。

② フィルター及び プラグを流水で清掃 してください。

ヽ

‐

‐

′

′

カれ洩水

ヽ
　
ヽ
　

　

て

み

し

　

　

し

込

回

　

　

流

め

に
　
　
　
を

は
加
　
水
』

ガ
¨
　
こし、湊

③ フイル ターを

十分 にね じ込

取扱   '95 6 21
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0バ キューノ、タンクを持ち、タンクサポートをタンク取

付け板からII外 します.

0チ ュープバンドを緩め、

を取外します。

IIl水 チューブと吸リチュープ

バキュームタンクの清掃

× 清掃時にはゴム千袋などをごll月 ]く ださい。

● メインテナ ンススイ ッチを押 し、 シー トを最上位 まで

上げます。

電あiス イッチをOFFに します。

術者イFIの インナーハウジングを調

"ヽ

します.

0バ キ ュームタンクをタ ンクカバーか らまっ碍 ぐに取外

します。

注意 】 ●タンクカバーを取外すときは、タンク内部の

仕切 り板にフロー ト弁を引っ掛けないよう、

注意 してください。

-22-
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0バキュームタンクか ら仕切 り板 を取外 します。

バキュームタンク内部、仕切 り板 及び fll水 弁 を流水で

きれいに清掃 して ください。

0バ キュームタンクに社切 り板 を収イ」けます。

タンクカバーにバキュームタンクを収 llけ ます (青色 の

シールを合せ ます)。

【注意 】 ●清掃後は、必ず タンクカバーの Oリ ングにワ

セリン又は クリスを塗布 してください。

●バキュームタンクとタンクカバーにすきまが

ありますと、吸引が低下 しますので注意 して

ください。

O lll水 デュープ (緑 色 の シールを合せ ます)と 、吸 ;

チュープ (赤色のシールを合せます)を 差込み、チュー

プバンドでF定 します。

【注意 】 ●確実に固定 されていませんと、水洩れになる

おそれがあります。

0タ ンクサポー トをタンク取付け板に差込み、バキュー

ムタンクを取イ」けます。

インナーハウシングのブラケットにある人を、ベース

のビンにはめ込みます。

|

Il扱   '95 6 21
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41年 に 1回

除菌フィルター 71取替え

0電 源 スイ ッチ を OFFに します。lT菌 フ ィルターのエ

アーバ ルプを矢 ll方 向 に
「

し、 い っはい まで開め ま

す.

△ 警 告・ 必 ず、電源 スイッチ を OFFに して行 って くだ

さい。感電 やけどなどのおそれがあります。

● ス リー ウェイ シ リンジを tサ |し て、‐ 7-、 ウ オー

ターの内部序 をlt技 きます.

フィルターケースを取外 し、 占いエアーフイルター、

ウオーターフイルターを取外 します .

●所しいフィルター (エ アー|‖ 、ウォーターサ1)を ボデイ

に丼込み、フイルクーケースをしっかりとH“1け ま

す。

(注意 】 ●フィルターは、エアー用 ウォーター用を絶対

に間違 わないて くだ さい。

● l■ 菌フィルターのエア バル アを矢印方向にいし、

いっまいまでF■lけ ます。

] フィルター

フ ィル ターケース

|

エ アーバルブ

-24-
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0電源スイ ッチを ONに し、 ス リーウェイシリンジか ら

ウォーター 及び エアーが出るか確認 して ください。

0付属 のシール にフ イル ター取付 け 日の ロイ寸を記入 し

て、フィルターケースに貼 って ください。

緑色 シール … エアー用

青色 シール … ウオーター用

× ス リーウェイシ リンジやハ ン ドピースのエ アー ウオー

ターの出が弱 く感 じられ る ときな ど、適時 、交換 して

ください。
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